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   令和元年度芦屋市一般会計補正予算（第３号） 

 

 

 

  令和元年度芦屋市の一般会計補正予算（第３号）は，次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ245,600千円を追加し，歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ45,257,984千円とする。 

２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は，「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１３条第１項の規定により翌年 

度に繰り越して使用することができる経費は，「第２表繰越明許費」による。 

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の追加は，「第３表地方債補正」による。 

 

 

   令和元年９月２４日提出 

 

 

 

芦屋市長 伊 藤  舞    
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追　加

清 掃 施 設 整 備 事 業

第 ３ 表 地 

起　　　　　債　　　　　の　　　　　目　　　　　的

第 ２ 表 繰 

款 項

０４衛　　生　　費 ０２清　　掃　　費
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　　焼却炉水銀対策設備整備事業

131,800

普通貸借又は証券
発行の方法 によ
り，国又は銀行そ
の他から借り入れ
る。

5.0%以内
（ただし，利率見
直し方式で借り入
れる政府資金及び
地方公共団体金融
機構資金につい
て，利率の見直し
を行った後におい
ては，当該見直し
後の利率）

借入れの日から据置
期間を含め，３０年
以内に毎年度元利均
等その他の方法によ
り償還する。なお，
借入先の融通条件に
変更のあるときはそ
の融通条件に従う。
ただし，財政の都合
その他によっては，
定額以上を償還し，
又は左記利率の範囲
内で借り換えするこ
とができる。

 方 債 補 正
（単位　千円）

限　　度　　額 起 債 の 方 法 利　　　　率 償 還 の 方 法

 越 明 許 費
（単位　千円）

事　　　　　　　　業　　　　　　　　名 金　　　　　　額

143,000
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　        令和元年度芦屋市一般会計補正予算（第３号）の繰越明許費の内容 　　　　

現計予算額
(９月補正後)

焼却炉水銀対策設備整備事業 175,800 143,000 工事請負費

    第６９号議案説明資料

（単位 千円）

事 　 　業 　 　名 繰越明許費 主な内容
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環境処理センター焼却炉水銀対策設備等整備事業費の内訳

補正予算で対応する経費

現計予算（予備費を含む）で対応する経費

項 目 １号炉 ２号炉

焼却炉水銀対策
設備整備事業費

（焼却炉整備業務委託料） 32,800 千円 20,100 千円

（連続式水銀濃度計
整備工事費）

143,000 千円

活性炭等購入費

― （応急処置分） 2,800 千円

（10月～翌3月分） 39,200 千円

光熱水費（並行稼働分） （10月～翌3月分） 26,000 千円

展開検査業務委託料

― （応急処置分） 2,900 千円

（10月～翌3月分） 4,600 千円

その他経費（仮置き場設置等） 20,000 千円

合 計
（うち補正予算額）

291,400 千円

（245,600 千円）
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